
（日曜日）昭和55年5月15日り

＝二二孟錨電∈≡
＿＿量－讐醤、置＝9＿

馨奎…
藝聾莚
蚕礁一臓謬

童箋
…ヨ　δ…
＿　　　　　、、

｝　 ／議
ヨ繊イ、ヒz＝
；　　馨二◎毒

円
行
■
鐸囎3肺晒

陣丁

3
0
1

量
？
5

ワ
ロ
　
　

7
“
2
2

　
　
女

数
口
9

欝
人
㏄

の
2
0

世
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信
濃
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風

昨
年
八
月
中
旬
の
七
号
台
風
に
よ
一
◎
下

り
大
き
な
被
害
を
．
受
け
た
信
濃
川
堤

防
は
昨
伍
十
一
月
以
来
復
旧
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
十
日
酊
中
山
堤
防
を
は
じ
め
中
条

な
ど
建
設
省
関
係
四
地
区
の
ほ
か
県

関
係
の
昭
和
三
十
三
．
四
年
災
害
の

各
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
い
た
し
ま

し
た
。
復
旧
工
事
の
内
訳
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
　
〔
建
設
省
関
係
〕

◎
城
之
古
延
長
六
四
〇
米
、
三
、

　
七
〇
〇
万
円
、
三
角
ブ
ロ
ッ
ク

　
三
、
七
〇
〇
個

◎
十
日
町
延
長
三
六
〇
米
、
二
、

　
六
四
五
万
円
、
三
角
ブ
ロ
ッ
ク

　
ニ
、
二
〇
〇
個

◎
中
条
延
長
二
六
二
米
、
一
、

　
六
〇
〇
万
円
、
テ
ト
ラ
ボ
ッ
ト

　
　
一
、
一
一
〇
〇
個

（翠慧綿鍋）

堤
防
復
旧

水
害
に
万
全

　
　
　
条
延
．
長
一
二
〇
米
、
三
角
｛
◎
下
条
上
新
田
六
八
O
万
円

ハ
ブ
ロ
ッ
ク
　
の
の
　

一
〔
県
関
係
〕

一
◎
下
奮
欝
ニ
ヵ
所
、
延
長
九

藪
翫
。
鮪
三
。
米
、
二
五

一
。
万
円

｝
◎
浅
ヵ
原
蛇
籠
延
長
一
二
〇
米
、

一
六
。
万
円

・
◎
高
島
延
長
三
三
〇
米
、
五
〇

「｝
O
万
円
、
蛇
寵
、
根
固

一
◎
中
条
新
田
　
三
〇
〇
〇
万
円雛1’惑

ラ
．
シ
オ
の
雑
音

　
　
防
止
対
策
六
月
に
実
施

　
市
で
は
さ
き
に
市
内
の
ラ
ジ
オ
聴

販
が
最
近
の
電
気
機
器
の
普
及
に
よ

っ
て
生
歩
る
雑
音
の
為
困
難
に
な
っ

て
い
る
の
で
信
越
電
波
監
理
局
に
陳

情
昏
を
提
出
し
そ
の
善
処
方
を
要
望

い
た
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
般
ご
れ

に
対
し
六
月
こ
ろ
大
規
模
な
雑
音
一

掃
運
動
を
展
開
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う

　
　
　
轍

　
撫

柵

灘
、
多

今月の納税

軽自動車税
　（全期）

5月16日～30日まて

第4乙号
（1）

な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
は
昭
和
三
十
三
年
に
無
　

雑
音
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
雑
音
防
㎜

止
書
つ
藷
巣
、
若
干
減
少
し
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ

も
の
の
、
そ
の
後
に
お
け
る
電
気
機
二

器
の
普
及
で
漸
次
雑
音
が
増
加
し
て
二

き
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
六
月
一

を
期
し
て
大
規
模
な
雑
音
一
掃
運

動
を
実
施
し
そ
の
解
決
を
図
る
予
定

で
す
。

　
「
県
政
の
時
間
」

　
　
一
ア
レ
ビ
放
逡

　
毎
圖
木
曜
日
の
午
後
二
時
N
H
K
㎜

ど

☆理解（辮舗に）

　　r　　　2人分孟5人分ε
　　　　　食・《なくちや」

醐
脇

1
＼

く9

、／

刀
‡

↑
↑
ナ

ゆ
サ
　
ら

ヤ
？

第
ニ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
「
県
政
の
時
間
」

の
テ
レ
ビ
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。
本

月
の
予
定
番
組
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

　
五
月
十
九
日
（
木
）
練
習
船

　
五
月
二
六
日
（
木
）
愛
妻
田

才
三
回
日
本
水
道
協
会

　
　
新
潟
支
部
総
会
開
か
る

　
　
第
三
回
日
本
水
道
協
会
新
潟
県
麦

　
部
総
会
は
去
る
五
月
十
一
、
二
H
の

　
二
日
間
中
央
か
ら
自
治
庁
公
営
企
業

　
課
神
田
事
務
官
、
．
新
潟
大
学
人
交
学

　
部
永
井
行
蔵
氏
、
加
藤
県
生
活
環
境

．
衛
牛
．
誤
長
を
は
じ
め
各
市
町
村
関
係

　
物
会
舘
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
し
て
盛

　
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
当
日
は
替
助
会
員
の
久
保
田
鉄
工

　
．
東
京
友
社
、
新
潟
企
菜
等
各
企
業

　
関
係
者
も
出
席
し
て
新
年
度
事
業
計

　
画
並
び
に
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
さ

　
れ
ま
し
た
。

　
　
殊
に
当
市
の
上
水
道
事
業
の
特
徴

　
が
信
濃
川
の
伏
流
水
を
水
源
と
し
て

　
求
め
ら
れ
て
お
る
と
ご
ろ
で
．
ボ
ン
プ

　
施
設
等
は
他
に
見
ら
れ
な
い
特
性
を

　
持
っ
て
お
り
協
会
麦
部
に
お
い
て
今

　
回
総
会
開
催
地
を
本
市
に
求
め
た
わ

　
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
で
は
こ
の

㎝
者
等
お
よ
そ
百
名
を
招
き
、
市
内
織

　へ　一型

日
に
は
神
田
事
務
官
か
ら
”
公
営
企

業
の
運
営
”
、
新
潟
大
学
永
井
行
蔵

氏
か
ら
”
良
寛
の
涙
躍
と
題
す
る
講

．
演
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
盛
大
に
当
総

会
の
幕
が
と
じ
ら
れ
ま
し
た
。

公
益
質
舗
の
利
用
状
況

　
　
昭
和
三
十
四
年
度
市
営
公
益
質
舗

耐
利
用
状
禦
こ
の
蜜
つ
ぎ
の
と

…
一
お
墾
譲
銑
葦
度

｝
の
流
質
物
の
処
分
を
致
し
ま
す
か
ら

…
入
質
物
は
処
分
す
る
前
に
受
け
出
さ

㎜
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
入
質

…
層
再
価
よ
り
大
萎
く
お
預

…
り
し
て
い
ま
す
た
め
に
処
分
す
る
に

㎜
も
っ
た
い
な
い
品
物
が
た
く
さ
ん
有

｝
り
ま
す
の
看
是
非
お
引
取
り
願
い
た

　
い
と
　
い
ま
す
ロ
　
テ
　
に
つ
い
て

．
環
襲
に
応
じ
ま
す
か
ら
董
二

　
ヤ
　
ま
で
　
　
　
　
へ
ご
　
　
　
さ

一
、
。

一
レ
尚
△
．
奎
面
公
売
し
ま
し
た

ハ
の
で
ぱ
　
お
　
だ
み
の
も
の
が
あ
り

一
難
髭
ん
の
雑
難

一
す
・

べ
　
れ
　
　
　
　

軒
業
別

　
　
　
　
　
入
質
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
済
者
数

機
会
に
各
市
町
村
並
び
に
企
業
関
係
…

者
に
対
し
て
上
水
道
施
設
の
案
内
・
、
王
…

要
産
葵
の
織
物
工
場
の
見
学
等
に
意

『
を
配
り
ま
し
た
。
尚
二
日
目
の
十
二
一

ボ
リ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

県
海
外
協
会
（
県
秘
書
課
内
）
で
は

ボ
リ
ビ
ア
国
サ
ン
フ
ァ
ン
移
住
地
自

営
開
拓
移
住
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
最
近
の
現
地
報
告
に
よ
れ
ば
、

道
路
も
着
汝
整
備
さ
れ
、
協
同
組
合

を
は
じ
め
、
医
療
、
教
育
、
厚
生
及

び
経
済
の
諸
方
面
に
朋
る
い
見
通
し

が
つ
い
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。
尚
詳
細
は
市
産

業
課
へ
間
合
せ
下
さ
い
。

　
一
、
入
植
地
H
ボ
リ
ビ
ア
国
サ
ン
フ

一

（上）見事に　開田され

た下島

（下）完成した十日町

橋下流の中山堤防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
。
五
二
三
七

　
　
　
－
一
労
働
煮

　
　
　

俸
碧
三
一
西
二
茜

　
　
　

一
小
丁
業
孟
　
　
五
三

　
七
三

　
　
　

小
商
薯
聖
八
九

　
　
　
、
腰
馨
三
六
万
七

　
　
　

そ
霊
至
薯

　
　
　

　
計
　
「
七
六
五
　
八
五
七

ア
移
民

十
世
帯
を
募
集

下
島
開
田
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
面
積
十
三
町
七
反

　
ヤ
ヨ
ぼ
ポ
ア
　
　
の
み
　
は
い
よ
ロ
　
こ
の
　
　
は
　
ぬ
な
に
よ
る
　
　

票
葉
髪
め
ざ
し
て
い
量
貝
収
萎
昭
和
三
＋
華
月

最
後
の
仕
上
げ
に
懸
命
で
す
．
　
　
一
着
手
し
た
も
の
で
す
。
関
係
者
は
七

入
質
弁
済
品
種
別

十
二
名
で
完
成
後
は
一
人
当
り
一
反

～
二
反
の
払
下
げ
を
受
け
る
わ
け
で

す
が
総
面
積
は
十
三
町
七
反
八
畝
で

総
工
費
一
千
五
百
万
円
で
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
反
当
収
量
二
・
五
石
総

収
獲
高
三
百
四
十
四
石
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
ア
ン
移
住
地

二
、
募
集
世
帯
数
π
六
十
世
帯

三
、
締
切
期
日
π
第
一
次
　
五
月
二

　
　
第
三
次
十
二
月
二
十
日

　
　
ニ

　
　
ニ

　
　
㎜
二

　
　
＝
一
　

　
　
十
日
、
第
二
次
　
六
月
二
十
日

四
、
選
出
時
期
騨
第
一
次
　
七
月
上

　
　
旬
船
、
第
二
次
　
八
月
上
旬
船

危
瞼
物
取
扱
主
任
者

指
定
講
習
会

　
　
　
騒
麩
雛
離

藺一債
券

　
　
　
　
　
臥
剥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
五

家
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
・
　
九

・
装
身
具

　
　
　
　
一
9
　
コ

　
　
　
　
蓄
㎜
垂
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奎
査
、
妻

一
衣
類

　
　
　
　
一
書
一
三

㎜
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
の
で
ニ
　

一

圏
廃
院
ハ

ニ
計

　
　
　
第
三
次
三
六
年
三
月
下
旬
船

　
五
、
入
植
資
格

　
　
（
イ
）
開
拓
能
力
の
あ
る
夫
婦
で

　｝　
　
　
よ
い
が
、
出
来
る
だ
け
稼
働
者

　
　
　
の
多
い
世
帯
が
望
ま
し
い
。

　
［　
　
（
ロ
）
最
低
二
十
一
万
六
千
円
以

　
　
　
と
を
　
　
　
　
る
こ
と
ロ

一
六
・
土
地
製
の
面
積
⊥
講
当

　
　
　
り
五
〇
町
歩
無
償
で
譲
渡

　
七
、
主
要
作
物
H
米
、
マ
ン
ジ
オ
カ

　
　
　
と
う
も
ろ
こ
し
、
果
樹
類
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

消
防
法
附
則
第
五
項
の
規
定
に
基

く
、
危
険
物
取
扱
主
任
者
指
定
講
習

会
が
昭
和
三
十
五
年
七
月
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
の
講
習
を
受
け
な
い
場
合
は
市
長
．

の
交
付
し
た
免
許
証
は
無
効
と
な
り

ま
す
の
で
必
す
受
講
さ
れ
る
よ
う
申

一三＝三＝

添
え
ま
す
。

一
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
九
日

　
以
前
に
市
長
の
免
許
を
受
け
た
者

　
は
受
講
資
格
を
有
し
ま
す
の
で
期

　
日
会
場
等
決
定
後
受
講
、
票
を
交
付

　
い
た
し
ま
す
が
下
記
に
該
当
す
る

　
も
の
は
十
日
町
消
防
置
に
報
告
し

て
下
さ
い
。

　
（
イ
）
　
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十

　
　
九
日
以
後
、
住
所
の
異
動
、
氏
名

　
　
の
変
更
叉
は
死
亡
せ
る
も
の
。

　
（
ロ
）
　
県
内
の
他
市
町
村
よ
り
十

　
　
日
町
市
に
転
入
せ
る
も
の
。

二
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
九
日

以
前
に
東
京
都
及
び
新
潟
県
以
外

　
の
道
府
県
の
市
町
村
長
か
ら
免
許

　
を
受
け
た
者
も
こ
の
講
習
を
受
け

　
ら
れ
ま
す
か
ら
下
記
の
と
お
り
十

　
日
酊
消
防
署
に
申
請
し
て
下
さ
い

　
（
イ
）
　
指
定
講
習
受
講
申
請
書

　
　
（
十
日
町
消
防
署
に
あ
り
ま
す
）

　
（
ロ
）
　
免
許
証
及
ぴ
免
許
証
の
写

三
、
受
講
票
に
は
最
近
撮
影
し
た
上

半
身
の
写
頁
（
タ
テ
四
〇
移
・
ヨ

　
三
二
〇
拶
）
を
は
り
付
け
る
こ
と

四
、
講
習
日
程
は
三
日
間
で
あ
る
が

　
乙
種
四
類
以
外
の
乙
種
対
象
者
は

　
第
一
日
、
等
二
日
を
受
講
し
た
後
、

　
補
充
講
習
と
し
て
指
定
さ
れ
た
会

　
場
（
直
江
津
市
、
長
岡
市
、
新
潟

　
市
）
で
受
講
す
る
，
、
巫
甲
種
対
象

　
者
は
第
咽
日
を
受
講
し
た
後
補
充

て
指
定
さ
れ
た
場
合

　
（
長
岡
市
）
で
受
講
す
る
。

五
、
映
写
技
術
者
指
定
講
習
は
別
に

宰
施
す
る
。

六
、
日
時
、
会
場
等
は
決
定
次
第
公

　
告
い
た
し
ま
す
が
そ
の
他
不
明
な

　
点
は
十
日
町
消
防
署
に
お
問
合
わ

せ
て
下
さ
い
。

鳥
を
可
愛
が
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
十
日
か
ら
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク

　
五
月
十
日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
っ

て
全
国
的
に
、
「
愛
鳥
週
間
」
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
戦
前
に
は
比
較
的
多
く

せ
い
息
し
て
い
た
野
鳥
類
も
戦
後
に

は
法
を
無
視
し
た
乱
獲
や
機
械
の
発

達
に
よ
る
規
模
の
開
発
な
ど
に
よ
り

著
し
い
減
少
を
き
た
し
、
そ
れ
に
と

も
な
い
害
虫
の
発
生
と
な
り
、
農
林

業
や
生
活
環
境
に
も
大
損
害
と
悪

影
響
を
及
ぽ
し
た
乙
と
が
判
明
、
い

ま
さ
ら
な
が
ら
野
鳥
の
有
益
性
を
認

識
し
て
そ
．
の
保
謹
に
努
力
を
傾
け
た

結
果
近
年
は
非
常
な
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
次
の
世
代
を
に
な
う
青

少
年
の
情
操
教
育
の
面
か
・
0
考
え
て

も
鳥
類
を
愛
し
、
い
つ
く
し
む
心
を

か
ん
養
す
る
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
の
こ
よ
み

▽
青
少
年
保
護
育
成
運
動
（
五
月
中
）

▽
赤
十
字
運
動
　
　
　
（
五
月
中
）

▽
愛
鳥
週
間
　
（
十
日
～
十
六
日
）

▽
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
（
十
一
日
～
二
十
日
）

▽
看
護
週
間
　
（
九
日
～
十
五
日
）

▽
国
民
栄
養
調
査
　
　
（
五
月
中
）

▽
山
火
事
の
警
減
　
　
（
五
月
中
）

　
公
園
を
大
切
に

野
に
山
に
で
か
け
る
シ
ー
ズ
ン
で

す
が
、
み
ん
な
で
国
立
、
国
定
、
県

　
こ
の
た
び
六
月
一
日
現
在
を
期
し

て
全
国
一
せ
い
に
第
五
回
目
の
商
業

統
計
調
査
が
行
わ
れ
る
ご
と
に
な
り

ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
本
調
査

は
わ
が
国
の
商
業
事
業
所
の
分
布
状

立
、
市
営
等
の
自
然
公
園
を
愛
護
す

る
た
め
ヤ
　
の
こ
と
を
　
り
ま
し
ょ

一
う
．

ロ
　
　
　
ド
の
　
　
を
　
　
し
ま
し
ょ

一㎝
う
．

蘂
糠
ら
は
各
自
が
始
末

◎
山
小
屋
や
指
導
標
を
大
切
に
し
ま

　
し
ょ
う
ロ

簸
に
の
馨
難
B

　
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

戸
当
り
十
六
万
円

　
　
　
　
全
国
平
均
農
業
所
得

況
、
商
業
活
働
な

ど
に
つ
い
て
そ
の

実
態
を
朋
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
り
す
。

　
農
林
省
で
は
三
十
四
年
四
月
か
ら
一
六
十
八
円
で
六
一
％
増
と
な
っ
て
い

十
月
ま
で
、
の
農
家
経
済
の
概
況
に
つ
　
ま
す
。

い
て
次
の
と
お
り
発
表
し
て
お
り
ま
農
業
所
得
が
の
び
た
の
は
豊
作
と
農
・

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
物
価
格
の
値
上
り
で
農
業
収
入
が

　
　
　
の
　
　
　
　
は
　
　
　
　
ば
　
　
よ
り
り
　
　
　
も
　
え
た
の
に

鐸
簸
難
謂
灘
欄
霧
叢
羅
動
離

一
万
二
千
四
百
六
十
七
円
の
七
・
七
が
一
三
・
五
％
増
と
大
巾
に
の
び
た

％
増
、
現
金
収
友
蓬
引
三
万
六
千
百
一
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　
●
0
■
0
7

に
こ
の
調
査
で
得
た
資
料
は
税
金
関

係
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
念
の
た
め
申
添
え

ま
す
。

　
事
業
所
統
計
調
査
は
統
計
法
に
基

事
業
所
の
状
況
を
全
国
に
わ
た
っ
て

調
査
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
が
国
の

産
業
構
成
の
あ
り
さ
ま
や
産
業
活
動

体
の
増
減
な
ど
を
明
ら
か
に
し
中
央

や
地
方
の
経
済
施
策
に
役
立
て
る
ほ

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

ま
た
こ
の
調
査
結
果
は
中
央
、
地
方

官
庁
の
行
政
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
商

業
関
係
者
は
こ
の
要
旨
を
さ
理
解
願

い
調
査
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
最
後

塗
霧
無

き
指
定
統
計
第
二
号
と
し
て
行
わ
れ

る
国
の
基
本
的
な
調
査
で
三
年
ご
と

に
実
鹿
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査

は
第
六
回
目
の
も
の
で
す
。
こ
の
調

査
は
入
女
が
働
い
て
い
る
す
べ
て
の

調
査

か
別
の
い
ろ
い
ろ

な
統
計
調
査
の
基

礎
材
料
に
す
る
重

要
な
調
査
で
す
。

調
査
期
日
は
全
国

一
せ
い
六
月
一
日
現
任
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て

は
こ
の
調
査
の
目
的
を
よ
く
ご
理
解

の
う
え
調
査
員
に
ご
協
力
下
さ
い
。

止
・
知
板

…
…

国
民
こ
ぞ
つ
て

　
　
　
国
民
体
育
テ
ー

　
五
月
の
第
三
日
羅
日
ー
十
五
日
は

「
国
民
体
育
デ
ー
」
で
す
。
こ
の
国

民
体
育
デ
ー
は
”
明
る
く
健
康
な
崖

活
を
き
ず
く
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
ズ

ボ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
・
活
動

に
親
し
む
た
め
の
日
4
と
さ
れ
、
一

昨
年
か
ら
発
足
し
、
今
年
は
第
三
回

目
で
す
。
今
年
も
昨
年
と
同
様
各
地

で
そ
れ
ぞ
れ
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
行

事
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
強
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
ス
ポ

ー
ッ
人
口
の
増
大
な
ど
が
叫
ば
れ
い

る
折
柄
老
若
男
女
を
問
わ
す
各
自
の

条
件
に
合
っ
た
ス
ボ
ー
ソ
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
す
る
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

国
民
年
金
（
福
祉
年
金
）
を

受
け
て
い
る
方
へ

　
こ
の
つ
ぎ
か
ら
国
民
年
金
の
麦
払

い
を
受
け
る
に
は
六
月
中
に
現

況
屈
を
出
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
を
し
な
い
と
年
金
が
も
ら
え

ま
せ
ん
か
ら
六
月
に
な
っ
た
ら
忘
れ

す
に
市
役
所
の
福
祉
事
務
所
か
夏
は

各
出
張
所
へ
印
鑑
と
年
金
証
書

を
持
っ
て
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

尚
今
ま
で
所
得
が
多
か
っ
た
り
扶
養

義
務
者
に
所
得
税
が
か
＼
「
、
た
り
し

た
た
め
も
ら
え
な
か
っ
た
方
も
所
得

が
十
三
万
円
以
下
に
な
っ
た
り
扶
養

義
務
者
の
所
得
税
が
規
定
よ
り
す
く

な
く
な
れ
ば
も
ら
え
る
ご
と
に
な
り

ま
す
か
ら
そ
う
い
う
万
は
福
祉
事
務

所
へ
お
出
で
下
さ
い
。

国
保
往
診
料
に
つ
い
て
の

見
舞
金
支
払
に
つ
い
て

　
本
年
一
月
か
ら
三
月
末
ま
で
に
片

道
ニ
キ
ロ
以
上
に
つ
き
医
師
の
往
診

を
受
ら
れ
た
方
は
若
．
干
で
は
あ
り
ま
．

す
が
、
見
舞
金
を
．
麦
払
い
い
セ
し
ま

一
す
。
今
ま
で
に
申
請
も
れ
の
方
は
市

役
所
市
民
課
窓
ロ
ヘ
五
月
二
十
日
ま

に
申
請
下
さ
い
。
五
月
以
降
は
麦
出

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

尚
三
十
五
年
度
（
四
月
一
日
以
降
）

は
国
保
よ
り
従
来
ど
お
り
半
額
給
付

い
た
し
ま
す
。

一88一
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一

手
年
前
の
ハ
ス
植
之
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
賀
博
士
が
吉
田
で
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二
千
年
前
の
ハ
ス
の
実
か
ら
育
っ

た
『
二
千
年
バ
ス
」
が
、
育
て
の
親

で
あ
る
大
賀
一
郎
博
士
の
手
で
、
吉

田
の
宝
泉
寺
境
内
に
植
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
ハ
ス
は
、
昭
和
二
十
六
年
に

千
葉
県
検
見
川
遺
跡
で
発
見
さ
れ

た
、
わ
す
か
三
粒
の
種
子
か
ら
発
芽

し
た
も
の
で
、
同
博
士
が
心
皿
を
注
．

い
で
．
や
っ
と
成
功
し
た
。

　
全
国
で
も
、
ま
だ
五
ヵ
所
く
ら
い

し
か
植
え
ら
れ
て
い
な
い
、
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。

　
大
賀
博
士
の
話
『
世
界
中
で
、
十

日
町
市
の
人
た
ち
ほ
ど
、
私
を
愛
し

て
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
雪

ま
つ
り
な
ど
、
積
雪
季
に
は
何
度
も

来
た
こ
と
は
あ
る
が
、
初
夏
の
十
日

町
が
こ
ん
な
に
気
持
よ
い
と
は
知
ら

ー
な
か
っ
た
。

　
順
調
に
い
け
ば
．
。
七
月
ご
ろ
に
は

ハ
ス
も
開
花
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
だ
』
。

写
真
は
二
干
年
前
の
ハ
ス

を
植
え
る
大
賀
博
士

　満
　五
東周
京年
＋祝
日賀
雲会

　
東
京
十
日
町
会
創
Ψ
満
五
周
年
記

念
祝
賀
会
は
十
五
日
、
東
京
都
新
宿

区
十
二
社
で
会
長
岡
田
紅
陽
先
生
並

び
に
中
山
竜
次
先
生
ら
在
京
†
日
町
、

市
出
身
の
名
士
多
数
が
参
集
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
地
元
か

ら
村
由
市
長
、
樋
口
市
議
会
議
長
の

ほ
か
地
元
選
出
の
田
中
、
塚
田
、
猪

俣
の
各
代
議
工
も
列
席
し
、
同
会
の

・
発
展
の
た
め
激
励
や
お
祝
い
の
言
葉

を
送
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
尚
市
で
は
こ
の
記
念
祝
賀
会
に
参

’
集
さ
れ
る
郷
土
出
身
者
に
”
伸
び
ゆ

「
く
十
日
町
市
潮
の
近
況
を
お
矧
ら
せ

す
る
た
め
市
勢
要
覧
（
五
九
犀
版
）

や
市
政
だ
よ
り
を
お
く
り
ま
し
た
。

　
田
植
期
の
早
晩
は
収
量
に
大
き
く

影
響
す
る
。
十
日
町
市
で
は
五
月
二

十
日
か
ら
六
月
五
日
ま
で
が
適
期
で

す
か
ら
遅
れ
な
い
よ
う
に
本
田
作
業

を
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
上
手
な
田
植
は
植
傷
な
く
早
く
活

着
さ
せ
て
順
調
に

る
に
は
第
一
に
苗
代
末
期
の
水
管
理

は
田
植
期
と
に
ら
み
合
わ
せ
て
行
い

発
根
刀
の
良
い
短
大
で
充
実
し
た
苗

を
育
成
し
植
え
る
。

　
第
二
は
労
力
配
分
を
よ
く
し
て
活

着
を
早
め
る
た
め
情
天
の
日
に
植
え

る
。
第
三
は
活
着
促
進
上
浅
植
に
す

る
。
田
植
後
浅
水
に
す
る
と
晴
天
無

風
の
日
に
浅
植
し
て
も
、
な
ん
に
も

な
ら
な
い
。
不
良
苗
で
高
温
や
強
風

の
時
は
尚
更
で
あ
り
ま
す
。
田
植
が

終
っ
た
ら
直
ち
に
水
の
深
さ
を
十
移

位
に
し
植
傷
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
活
動
す
る
ま
で
は
根
か
ら
の
水

　
　
　
　
　
　
分
吸
収
は
な
い
の

生
育
を
始
め
さ
せ

る
よ
う
に
植
え

る
こ
と
で
あ
り
ま

上
手
な
稻
の
植
え
方

一
す
。
田
植
作
業
は
稲
作
中
最
も
集
中

西
多
髪
必
要
す
る
作
萎
す

か
ら
営
力
調
査
を
行
わ
な
い
と
田

植
が
盟
雑
に
な
っ
た
り
、
品
種
の
特

性
も
考
え
す
に
行
っ
て
減
収
さ
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
活
着
を
よ
く
す

　
　
　
，
＾
｛
。
‘
憶
ぎ
掌
‘
｝
｛
2
葛
9
ワ
亀
㌧
’
，
‘
｝
q
曹

　
　
　
　
　
　
（
一
〇
、
O
O
O
円
）

　
◎
共
同
電
話
三
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
　
（
一
〇
、
O
O
O
円
）

　
〔
注
〕
電
話
を
ほ
し
い
と
い
う
八
が

　
全
国
的
に
大
変
滞
っ
て
お
り
ま
す

　
が
一
つ
の
電
話
を
引
く
の
に
多
額

　
の
資
金
が
い
り
ま
す
の
で
新
設
の

　
希
望
者
か
ら
借
金
し
て
（
債
券
を

　
買
っ
て
も
ら
う
）
早
く
つ
け
る
よ

　
う
に
法
律
が
変
り
ま
し
た
。

①
こ
の
債
券
は
払
込
み
額
の
二
培
に

　
な
っ
て
十
年
償
還
（
七
分
一
厘
七

電
話
局
の
お
知
ら
せ
　
毛
の
複
利
と
な
る
）
途
中
抽
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
六
年
目
か
ら
一
部
早
期

　
電
話
の
新
設
費
用
が
つ
ぎ
の
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
償
還
さ
れ
ま
す
。

り
変
更
に
な
り
、
し
か
も
早
く
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
こ
の
債
券
は
証
券
会
社
を
通
じ
て

『
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
カ
ッ
コ
内

夢
馨
の
雷
）
　
　
換
金
す
詮
と
薯
叢
す
．

『　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
悪
質
業
者
に
買
い
た
＼
か
れ
な

　
◎
単
独
電
話
　
一
〇
、
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
う
に
．
注
意
）

｝
◎
薩
話
（
、
謳
、
、
‘
能
霧
畢
債
券
代
金
は
当
患

　
　
　
　
　
　
（
一
八
、
三
〇
〇
円
）
　
銀
仔
、
北
越
銀
行
か
ら
融
資
し
て

・
こ
の
ほ
か
に
債
券
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
奨
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

［　
◎
単
独
電
話
八
O
、
O
O
O
円
皿
尚
こ
の
外
附
属
電
話
、
メ
モ
電
話
機
、

る
。
浅
植
す
る
と
根
元
が
温
度
、
酸

素
の
供
給
が
よ
く
発
根
が
順
調
に
行

わ
れ
、
憂
苗
代
分
け
つ
の
小
さ
な
も

の
、
枯
死
す
る
も
の
が
少
く
新
し
い

分
け
つ
の
出
方
が
早
く
な
る
。
第
四

は
活
着
ま
で
の
水
管
理
は
深
水
に
す

6
鴨
2
｛
多
題
’
と
『
も
」
亀
～
集

藩
電
嚢
置
、
ボ
多
付
電
薩
、

で
深
水
に
し
て
葉

か
ら
の
水
分
蒸
散

を
防
ぎ
葉
枯
を
ひ

き
起
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ

る
。
要
は
適
期
に
早
植
を
行
い
、
初

期
成
育
を
促
進
し
収
量
構
成
要
素
で

あ
る
穂
数
を
目
標
通
り
確
保
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

8
驚
8
奮
’
＆
〃
亀
ど
監
三
監
ξ
‘
、
3
蟹
虞
監
”
監
｝
塁
3
覧
馴
｛
｛
9

若
干
す
つ
債
券
を
求
め
て
い
た
だ
く

蠣
講
鯉
撒
簾
り
馨
醗

毒
物
に
注
土
思

　
　
　
　
六
月
か
ら
水
田
の
潰
毒

　
毒
H
注
意
し
ま
し
よ
う

病
害
虫
防
除
（
二
化
メ
イ
虫
）
の
為

毎
年
六
月
中
旬
よ
り
有
機
隣
製
剤
の

撤
布
を
田
に
行
い
ま
す
。
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
　
こ
れ
ら
の
　
　
に
よ
り

醸
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

』
撤
布
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
〃
二
般
市

露
撰
も
薯
を
し
特
に
孟
や

家
畜
に
対
し
危
害
よ
り
守
り
ま
し

よ
う
。

　
　
◇
注
意
事
項
◇

一
田
ん
ぼ
附
近
の
住
宅
で
は
撒
布
中

　
は
な
る
べ
く
戸
を
締
め
て
風
に
よ

　
る
薬
剤
の
進
入
を
防
ぐ
こ
と
、
巫

　
撒
布
中
は
フ
ト
ン
干
し
や
洗
た
く

　
物
等
に
も
、
注
意
し
て
薬
剤
の
附
着

　
し
や
す
い
状
態
に
お
か
な
い
こ
と

二
撒
布
場
所
附
近
に
は
（
毒
）
と
い
う

　
標
識
や
、
撒
布
を
す
る
こ
と
の
表

　
示
が
し
て
あ
り
ま
す
の
で
．
撒
布
中

　
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
撒
布
後

　
（
一
週
間
位
）
で
も
羊
供
や
家
畜

　
等
を
近
．
つ

け
な
い
よ
う
に
す
る
こ

　
と
。
特
に
平
供
の
魚
つ
り
や
川
遊

　
び
等
で
田
ん
ぼ
附
近
に
ゆ
く
時
は

　
よ
く
注
意
を
与
え
、
撒
布
場
所
に

　
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

三
撒
布
場
所
附
近
の
野
菜
類
等
に
は

特
に
注
意
し
薬
剤
が
附
着
し
た
と

　
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
一
週

　
間
位
食
用
に
供
し
な
い
こ
と
。

撒
布
者
は
指
導
員
の
注
意
を
守
り

　
服
装
作
業
時
間
等
に
留
意
を
し

　
勝
手
に
薬
剤
の
撒
布
を
や
ら
な

　
い
こ
と
。

四
薬
品
の
空
箱
等
は
土
中
に
埋
め
る

　
か
焼
却
を
し
、
平
供
の
遊
び
等
に

　
使
用
さ
れ
や
す
い
状
態
に
お
か
な

　
い
乙
と
。

　
ム
き
●
▲
曇
U
↓

五
月
の
し
お
リ

　
◎
「
春
の
大
掃
除
」

　
春
の
大
掃
除
は
や
が
て
く
る
梅
雨

期
に
備
え
て
保
健
衛
生
上
き
わ
め
て

大
切
な
も
の
で
す
。
大
掃
除
の
効
果

を
あ
げ
る
た
め
に
、
天
気
予
報
に
注

意
し
て
よ
い
天
気
を
選
ぶ
事
が
大
切

で
す
。
日
干
し
に
は
午
後
一
時
か
ら

三
時
ま
で
の
間
が
最
も
適
し
て
い
ま

す
。
中
旬
す
ぎ
る
泊
、
梅
雨
の
は
し
り

が
出
や
す
い
の
で
上
旬
こ
ろ
ま
で
に

済
ま
せ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う

　
◎
正
し
い
歩
行
と
「
安

　
　
　
全
運
転
」

一一
　
昨
年
中
全
国
に
お
け
る
変
通
事
故

一件数
は
軽
い
も
の
を
含
め
て
三
十
七

・
万
件
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
五
月
十

［
育
か
ら
吉
間
・
交
通
案
覇

が
全
国
一
せ
い
に
展
開
さ
れ
ま
す
が

交
通
規
則
を
守
り
歩
行
者
は
「
正
し

い
歩
行
」
を
叉
運
転
者
は
「
安
全
運

転
」
を
励
行
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
◎
空
巣
ね
ら
い
と
完
全

　
　
　
な
戸
締
り

　
五
月
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
外
出
も

多
く
叉
農
村
で
は
田
植
な
ど
農
繁
期

に
入
り
、
そ
こ
を
ね
ら
っ
て
の
「
空

巣
ね
ら
い
」
が
横
行
す
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
の
で
充
分
に
注
意
し
ま
し

一
よ
う
。
侵
入
口
は
玄
関
が
い
ち
ば
ん

｛
多
い
の
で
す
が
大
低
の
場
合
あ
き
す

ね
ら
い
は
鍵
が
五
、
六
分
で
開
く
か

一
こ
わ
れ
る
か
し
な
け
れ
ば
諦
め
て
引

き
上
げ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
か

ら
戸
締
り
を
完
全
に
し
る
よ
う
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

　
も
の
し
り
手
帳

◇
未
熟
児
の
場
合
、
生
れ
た
時
の

　
体
重
が
二
・
五
キ
班
2
以
下
の
赤
ち

　
ゃ
ん
を
未
熟
児
と
い
＼
ま
す
。
こ

　
の
よ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
は
特
別
な
保

　
護
や
育
児
指
導
を
必
要
と
い
た
し

　
ま
す
か
ら
保
健
所
で
は
届
出
や
相

談
を
持
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
た
い
せ
つ
な
幼
児
期
、
三
つ
子

　
の
魂
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
人
間
の

　
性
格
は
そ
の
も
と
が
幼
児
期
に
つ

　
く
ら
れ
ま
す
。
人
間
の
脳
髄
は
九

　
才
ま
で
に
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
発
育

　
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
こ

の
時
期
の
育
て
か
た
や
栄
養
が
た

い
せ
つ
で
す
。

修
学
旅
行
の

　
　
　
　
　
お
も
い
出

　
　
　
中
条
中
学
校
　
庭
野
　
テ
ッ

　
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
た
空
の
下
を
、

熱
海
で
私
達
を
乗
せ
て
バ
ス
は
目
的

の
地
、
箱
根
へ
向
っ
て
出
発
す
る
。

左
に
熱
海
の
海
岸
を
、
右
に
緑
に
美

し
く
彩
ら
れ
た
山
た
を
見
な
が
ら
バ

ス
は
進
む
。
バ
ス
の
窓
か
ら
遠
く
初

島
が
見
え
る
。
「
皆
さ
ま
あ
そ
こ
に

見
え
る
島
は
初
島
と
申
し
ま
し
て
、

昔
罪
人
を
流
し
て
二
度
と
帰
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
た
所
で
．
ご
ざ
い
ま
す
」

美
し
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
暫
く
行
く
と
金
色
夜
叉
で

お
な
じ
み
の
貫
一
、
お
宮
で
名
高
い

海
山
、
犀
に
出
る
。
道
路
の
中
央
に
置
き

忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
様
子
で
枝
を
伸

ば
し
て
い
る
の
が
お
宮
の
松
な
の
だ

そ
う
だ
。
こ
こ
で
ガ
イ
ド
さ
ん
が
「
熱

海
の
海
国
、
序
散
歩
す
る
：
…
」
と
美
声

を
張
り
上
げ
て
く
れ
た
。
や
が
て
バ

ス
は
温
泉
の
町
熱
海
を
山
下
に
眺
め

な
が
ら
く
の
字
に
幾
重
に
も
曲
り
く

ね
っ
た
道
を
上
へ
上
へ
と
進
む
。
「
は

い
左
手
を
δ
ら
ん
下
さ
い
」
皆
左
手

を
見
る
。
「
こ
れ
が
財
、
厚
さ
ん
の
別
荘

に
続
く
専
用
道
路
で
ご
ざ
い
ま
す
」

巾
四
麿
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
が
白

く
目
立
つ
。
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
道

路
を
岸
さ
ん
一
人
で
使
う
の
は
ぜ
い

た
く
す
ぎ
る
よ
う
に
私
は
思
っ
た
。

バ
ス
は
あ
っ
ち
へ
ゆ
ら
り
、
こ
っ
ち

へ
ゆ
ら
り
と
ゆ
れ
る
。
誰
か
が
「
あ

、
今
A
さ
ん
に
よ
ろ
め
い
た
」
な
ん

て
冗
談
を
飛
ば
し
て
笑
わ
せ
る
。

「
皆
さ
ま
い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の

十
国
峠
で
さ
ざ
い
ま
す
。
降
り
て
十

分
間
程
冨
士
を
眺
め
て
下
さ
い
」
と

ガ
イ
ド
さ
ん
に
言
わ
れ
て
降
り
る
。

す
い
漆
ん
高
く
登
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
あ
い
に
く
曇
り
が
ち
の
天
気

な
の
で
雲
に
隠
れ
て
全
景
を
見
る
こ

と
が
で
き
す
残
念
だ
っ
た
が
、
さ
す

が
日
本
一
の
山
だ
と
そ
の
高
さ
に
驚

い
た
。
や
が
て
目
の
前
が
開
け
、
芦

の
湖
が
見
え
出
す
。
箱
根
の
温
泉
町

も
見
え
る
。
よ
う
や
く
箱
根
ホ
テ
ル

に
到
着
す
る
。
「
中
条
中
学
校
様
歓

迎
」
と
書
か
れ
た
札
が
表
に
置
か
れ

て
あ
っ
て
何
と
な
く
う
れ
し
く
な
っ

た
。
初
め
て
入
っ
て
見
た
近
代
的
な

ホ
テ
ル
で
楽
し
か
っ
た
箱
根
の
一
夜

を
明
か
す
。

　
二
十
九
日
朝
早
六
に
目
が
醒
め

た
。
窓
を
開
け
る
と
湖
を
渡
っ
て
快

よ
い
朝
風
が
室
内
に
訪
れ
る
。
背
の

東
海
道
に
う
っ
着
と
茂
る
杉
木
宜
や

関
所
跡
を
見
学
し
、
七
將
に
待
望
の

「
芦
の
湖
丸
」
に
、
乗
り
込
む
。
生
れ

て
初
め
て
見
た
湖
。
想
像
以
上
に
広

く
き
れ
い
だ
っ
た
。
周
囲
の
山
友
は

若
緑
に
あ
ざ
や
か
に
彩
ら
れ
、
紅
葉

の
秋
の
眺
め
も
さ
ぞ
か
し
と
思
わ
れ

た
。
処
女
に
白
、
赤
、
紫
と
つ
＼
じ

の
花
が
咲
き
み
だ
れ
、
鏡
の
よ
う
な

水
面
に
美
し
い
影
を
映
し
て
い
る
。

臼
鳥
が
滑
る
よ
う
に
浮
い
て
い
る
。

冷
た
い
風
が
ひ
ん
や
り
と
ほ
お
を
な

で
る
（
よ
い
気
分
だ
な
あ
）
と
思
っ

た
ら
も
う
終
点
だ
。
美
し
い
夢
を
破

ら
れ
た
よ
う
で
．
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り

し
た
。
こ
れ
で
思
い
出
の
芦
の
湖
と

も
別
れ
、
大
涌
谷
へ
と
バ
ス
は
向
う
。

頼
朝
祭
り
に
鶴
岡
八
幡
宮
を
訪
れ
る

の
も
不
思
議
た
縁
と
思
わ
れ
る
。
静

御
前
、
実
朝
等
の
遠
き
昔
を
偲
び
つ

＼
八
幡
宮
を
後
に
し
て
、
今
も
昔
と

変
ら
ぬ
長
谷
の
大
仏
の
前
で
あ
ま
り

の
大
き
さ
に
目
を
毘
は
る
。

　
　
　
　
1
◇
1

　
　
　
同
　
　
校
’
藤
木
和
夫

　
歴
史
の
都
鎌
倉
を
後
に
バ
ス
は
一

路
横
浜
へ
と
、
戸
塚
の
有
料
道
路
、

通
称
ワ
ン
マ
ン
道
路
を
走
る
。
こ
こ

．
で
“
ス
バ
ル
三
六
〇
”
と
抜
き
つ
抜

か
れ
つ
の
レ
ー
ス
を
展
開
、
つ
い
に

分
れ
路
で
残
念
に
も
追
い
越
さ
れ

る
。
横
浜
に
入
っ
た
が
海
は
見
え
す
、

港
町
ら
し
い
風
景
も
見
え
な
か
っ
た

が
や
が
て
左
手
に
、
大
小
色
と
り
ど

贈
つがつこ

山
の
中
腹
に
あ
る
道
を
右
に
左
に
揺

れ
な
が
ら
行
く
と
霧
が
次
第
臥
深
く

な
り
卵
を
ゆ
で
た
よ
う
な
悪
臭
が
強

く
鼻
を
つ
く
。
山
崩
れ
の
後
の
岩
肌

の
見
え
る
所
に
黄
色
い
硫
黄
が
い
っ

ぱ
い
付
い
て
い
る
。
つ
る
つ
る
滑
る

道
を
よ
う
や
く
登
る
と
五
石
工
門
地

獄
と
記
さ
れ
て
あ
る
所
に
淡
青
角
の

湯が

ぶ
つ
ぶ
つ
音
を
た
て
て
吹
き
出

し
て
い
た
。
一
段
上
の
坊
主
地
獄
資
、

は
卵
を
ゆ
で
て
い
た
が
、
こ
れ
が
有

名
な
長
生
き
の
妙
薬
黒
卵
だ
そ
う

だ
。
で
も
あ
ん
な
変
な
臭
い
の
す
る

湯
の
中
で
卵
な
ん
て
食
べ
ら
れ
る
も

の
で
な
い
と
思
つ
た
。

　
小
田
原
、
藤
沢
を
経
て
バ
ス
は
片

瀬
の
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
水
族
舘
に
到
着

ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
芸
を
物
珍
ら
し

く
見
学
し
て
鎌
倉
に
向
う
．
運
よ
く

り
の
船
が
浮
ぶ
海
が
見
え
て
来
た
。

車
を
降
り
て
歩
き
、
桟
橋
に
出
る
。

右
方
に
外
国
船
が
人
港
し
て
ち
ょ
う

と
荷
揚
げ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
左
側
の
海
の
向
う
二
百
メ
ー
ト

ル
位
の
所
に
は
大
き
な
倉
庫
の
様
な

建
物
が
あ
り
、
右
側
の
海
に
は
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
船
が
往
来
し
て
い
た
。

僕
達
が
帰
る
頃
に
な
っ
て
、
山
田
丸

と
い
う
船
が
入
港
し
て
来
た
が
、
．
あ

れ
が
桟
橋
に
横
付
け
に
な
る
の
を
見

た
か
っ
た
。
一
時
間
バ
ス
に
揺
ら
れ

れ
て
羽
田
空
港
に
到
着
。
上
り
口
で

空
港
サ
ー
ビ
ス
の
写
真
を
慣
れ
た
手

つ
き
で
撮
っ
て
景
い
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
上
る
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
い
な
か
っ

た
が
イ
ン
ド
航
空
の
飛
行
機
が
大
き

く
ど
っ
し
り
と
目
前
に
控
え
て
い

る
。
飛
行
場
は
存
外
広
く
、
平
面
で

滑
走
路
が
ど
こ
を
ど
う
走
っ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
付
近
が

工
場
地
帯
の
為
か
空
気
が
汚
染
さ
れ

て
か
す
ん
で
見
え
な
い
。
エ
ン
ジ
ン

が
自
動
車
と
同
じ
よ
う
に
青
い
煙
を

吐
き
油
で
き
た
な
く
す
＼
け
て
い
た

の
が
特
に
目
に
つ
い
た
。
六
時
近
く

に
僕
た
ち
を
乗
せ
た
バ
ス
は
よ
う
や

く
交
京
区
の
宿
に
着
く
。
表
通
り
か

ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
、
車
の
音
も
せ

す
乙
こ
が
東
京
か
と
疑
わ
し
い
、
征
静

か
な
所
だ
っ
た
。

　
三
十
日
五
時
半
起
床
、
眠
い
眼
を

こ
す
り
な
が
ら
朝
食
を
済
ま
せ
、
七

時
出
発
。
都
内
見
学
に
向
う
。
最
初

に
見
学
し
た
後
楽
園
球
場
は
想
像
よ

り
小
さ
く
い
さ
＼
か
失
望
し
た
。
青

銅
の
大
鳥
居
を
く
ぐ
り
靖
国
神
社
を

参
拝
し
て
国
会
へ
。
衆
議
院
の
方
を

鐸
難
疑
熱
態

愉
快
。
中
は
し
ん
と
し
て
都
心
と
は

思
え
ぬ
程
だ
。
で
も
何
と
な
く
陰
気

な
気
が
し
た
。
朝
か
ら
危
ぶ
ま
れ
て

い
た
空
が
次
第
に
崩
れ
て
国
会
を
出

る
頃
ポ
ツ
ボ
ツ
降
り
出
し
た
。
で
も

皇
居
前
に
着
い
た
時
運
よ
く
雨
は
止

ん
で
い
た
。
皇
居
か
ら
す
ぐ
近
ぐ
の

N
H
K
へ
向
う
。
高
英
男
の
シ
ャ
ン

ソ
ン
、
擬
音
装
置
、
テ
レ
ビ
の
セ
ッ

ト
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
珍
ら
し

い
。
勝
ど
き
橋
を
渡
り
月
島
で
タ
ー

ン
し
て
バ
ス
は
三
越
へ
。
昼
食
を
屋

上
で
す
ま
せ
階
下
に
降
り
る
。
何
と

い
っ
て
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
こ
の

前
落
成
し
た
ば
か
り
の
天
女
の
像
だ

っ
た
。
新
聞
で
予
想
は
し
て
い
た
が
、

こ
れ
程
大
き
く
、
美
し
い
も
の
と
は

思
わ
な
か
っ
た
か
ら
。
そ
れ
こ
そ
、

ま
ば
ゆ
い
と
い
う
感
じ
そ
の
ま
ま

だ
。
再
び
乗
り
込
ん
だ
バ
ス
の
窓
に

雨
が
激
し
く
打
ち
つ
け
余
り
雨
が
激

し
い
の
で
残
念
な
が
ら
動
物
園
の
見

学
は
取
り
止
め
、
国
際
劇
場
に
直
行

し
三
波
春
夫
シ
ョ
ー
を
見
る
。
郷
土

出
身
の
せ
い
か
、
何
と
な
く
近
親
感

を
覚
え
る
。
．
次
に
ト
ニ
ー
ザ
イ
ラ
ー

主
演
の
問
題
の
映
画
「
銀
嶺
の
王

者
」
を
観
て
彼
の
技
術
に
驚
か
さ
れ

た
。
八
時
半
、
美
し
く
ネ
オ
ン
に
飾

ら
れ
た
雨
の
夜
景
の
中
を
、
ド
ラ
声

を
張
り
上
げ
、
校
歌
を
う
た
う
僕
等

を
乗
せ
て
思
い
出
多
い
修
学
旅
行
の

幕
を
お
ろ
し
な
が
ら
バ
ス
は
上
野
駅

に
向
っ
た
。
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